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日　　程 大分県で開催される試合
（会場：大分スポーツ公園総合競技場）

ファンゾーン
開場時間

9 月

10月

11月

13:00～ 22:00
11:00～ 22:00
11:00～ 22:00
11:00～ 24:00
11:00～ 22:00
9:30～ 22:00
11:00～ 22:00
11:00～ 24:00
11:00～ 22:00
11:00～ 22:00
11:00～ 22:00
11:00～ 22:00
11:00～ 20:30
11:00～ 20:30
11:00～ 20:30

20 日（金）
28日（土）
1日（火）
2日（水）
4日（金）
5日（土）
8日（火）
9日（水）
13日（日）
18日（金）
19日（土）
20日（日）
26日（土）
27日（日）
2日（土）

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ニュージーランド

オーストラリア

ウェールズ

カナダ

ウルグアイ

フィジー

（19：15試合開始）

（14：15試合開始）

（18：45試合開始）

（16：15試合開始）
（16：15試合開始）

準々決勝1：プールC１位 Ｖ プールD２位
準々決勝3：プールD１位 Ｖ プールC２位

ラグビーワールドカップ 2019™日本大会

一生に一度が大分に！開幕！一生に一度が大分に！開幕！
「大分いこいの道広場」にファンゾーン開設！

大分県での試合・ファンゾーン日程

　ラグビーワールドカップ2019™ファンゾーンが、試合会
場までのシャトルバス乗降場に隣接する「大分いこいの道広
場」に開設されます。

●と　き　　９月20日（金）～11月２日（土）のうち15日間
●ところ　　大分いこいの道広場（JR大分駅南側）
●内　容　　　パブリックビューイング
　　　　　　　ステージイベント（太鼓や神楽等の郷土芸能、
　　　　　　　著名人によるトークショー等）
　　　　　　　グルメブース、ビールバー等
　　　　　　　ラグビーアクティビティ　　　他

▼
▼

▼
▼

入場
無料

※写真はイメージ

観戦チケットは公式チケットサイトよりご購入ください
（tickets.rugbyworldcup.com）

ＪＲ大分駅や別府駅など計9ヶ所から無料シャトルバス（事前予約
不要）が運行されます。
　※自家用車のパーク＆バスライドの利用は事前予約が必要です。
　※試合当日は、会場への自家用車の乗り入れができません。

試合会場へのアクセス

検索大分ラグビー情報

詳しくは、
HPをご覧ください

▲
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2019 年９月号

町からのお知らせ

町からのお知らせ

●幼児教育・保育の無償化　[P7]
●木造住宅の無料簡易耐震診断　[P7]
●歯科口腔健診のお知らせ　[P8]
●年金生活者支援給付金制度　[P8]
●インフルエンザ予防接種　[P9]
●コミュニティ助成事業の募集　[P9]
●健康寿命をみんなで延ばそう！　[P10]
●第 2回九重町イングリッシュキャンプ　[P11]
●国民年金広場　［P12］
●シリーズ「障がい福祉」　［P12］
●ファミサポ「まかせて会員」講習会　［P13］

　総務省では、6月から「経済センサス－基礎調査」を行っており、九重町でも10月より調査が
実施されます。「経済センサス－基礎調査」は、すべての産業分野における事業所の活動状態等
の基本的構造を全国及び地域別に明らかにするとともに、事業所・企業を対象とする各種統計調
査の母集団情報を整備することを目的に実施される、基幹統計調査です。

調査の実施時期 令和元年 10月～令和 2年 3月

調 査 の 方 法 大分県知事が任命した調査員が、すべての事業所の
名称、所在地及び活動状態を外観等から確認します。
新たに把握した事業所など一部の事業所には調査票
を配付します。

総務省・大分県・九重町役場 企画調整課（役場 2階）☎76-3807

経済センサスー基礎調査実施について
調査へのご理解・ご協力お願いします！

今月の表紙
８月16日に九重文化センターで第65回九重
町成人式が開催されました。毎年８月15日
に開催している成人式ですが、今年は台風が
接近していたため、九重町の成人式では初め
ての延期開催となりました。台風一過で、新
成人は式が終了すると、久しぶりに会う友人
たちと笑顔で写真を撮る姿が見られました。

(p22に関連記事)
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　消費税法の改正により令和元年10月1日から消費税および地方消費税の税率が８パーセントから
10パーセントに引上げとなります。これに伴い、水道料金及びケーブルテレビ使用料も消費税相
当額を改定させていただきます。
　ご利用者の皆様には大変ご負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

10月1日から

水道料金・ケーブルテレビ使用料
が変わります。

消費税率
改定対応

水道料金 問　建設課　☎76-3811

用　途

口　径 用　途

新　設

増設工事
改良工事

13㎜

20㎜

25㎜

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

口　径

13㎜
20㎜
25㎜
30㎜
40㎜
50㎜
75㎜
一律
一律

一般用

臨時用

給水区分 新料金
（円）

1,380
240
550

給水量10㎥まで
1㎥につき（給水量10㎥を超えた場合）
1㎥につき

旧料金
（円）

1,350
240
540

●基本料金（1ヶ月）

●水道料金の新料金の適用時期

●量水器使用料（1ヶ月） ●申込手数料

新料金
（円）

100

180

200

300

340

1,310

1,770

旧料金
（円）

100

180

200

290

330

1,290

1,740

新料金
（円）

55,000
132,000
220,000
330,000
440,000
550,000
770,000
1,000
1,000

旧料金
（円）

54,000
129,600
216,000
324,000
432,000
540,000
756,000
1,000
1,000

旧料金
 10月までの検針

10月までの請求
※10月17日発送納付書分

新料金
 11月からの検針

11月からの請求
※11月15日発送納付書分
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九重町ケーブルテレビ 問　危機管理情報推進課　☎76-3801

2019 年 10月 1日、消費税・地方消費税の税率は 10％へ

●新規加入金

新料金　  55,000 円

旧料金　  54,000 円
●基本使用料（月額）

新料金　  1,100 円

旧料金　  1,080 円
10月使用料（11月26日また
は11月27日口座振替分）か
ら適用です。
半額免除の場合は550円、全
額免除の場合は０円です。

▼
▼

基本使用料の適用時期

　一般に「消費税」というのは、消費税（国税）と地方消費税（地方税）を合計したものです。地
方消費税収は、地方自治体の貴重な財源として、住民の皆様の身近な行政に生かされています。
　税率引上げは社会保障制度を次世代に引き継ぎ、みんなが安心できる社会にするために必要で
す。引上げ分は、すべての世代を対象とする社会保障のために使われます。
　また、飲食料品（お酒・外食を除く）と新聞（定期購読契約、週２回以上発行）に係る税率は
８％に据え置かれ（軽減税率制度）、家計や景気への影響を緩和するための
各種対策（プレミアム付商品券等）が実施されます。

減税率はあくまで食料品に適用されるもので、水道水
は飲用よりも生活用水がメインだと判断されたため適
用されません。
また、水道事業は、利用者の皆様からいただく料金水
道収入により支えられており、事業運営に必要な費用
は料金収入をもって充てるという、町の会計から独立
した独立採算制を原則に事業運営しています。

水道水は、10月からの軽減税率に適用されないんですか？

九重文化センターや公民館、体育館やナイター施設を利用している
のですが、使用料・利用料は改定されますか？

九重文化センターや公民館等の利用料等の改定はありません。なお、
ご不明な点等ありましたら、担当課までお問い合わせください。
軽減税率制度については、消費税軽減税率電話相談センター（フリーダイ
ヤル 0120-205-553）まで、お問い合わせください。

水道水

ミネラル
ウォーター等

10％

8％

詳しいことについては、お問い合わせください
●水道料金に関すること　　　　　建設課（役場２階）　　　　　　　　☎７６－３８１１
●ケーブルテレビに関すること　　危機管理情報推進課（役場２階）　　☎７６－３８０１

政府広報 消費税  検索
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まちの話題

　ここのえ緑陽中学校野球部が第57回大分県
中学校総合体育大会において、３位の成績をお
さめ、町長に報告に訪れました。
　緑陽中学校設立後、野球部が県大会での準決
勝進出は今年で２回目となります。町長は「実
力と努力が発揮されてうれしく思います。さら
なる飛躍を期待しています」と激励のあいさつ
をしました。

選手 16名が賞状を手に喜びを報告しました

熱戦で野球部県内３位に！1
8

　飯田地区で第30回九重飯田高原ナイトハイ
クが開催され、675名が参加しました。
　イベントが最後となるため、開会式では武石
啓治会長が主催者挨拶をすると、参加者から実
行委員会へ感謝の声と大きな拍手が送られまし
た。今回は、5歳から78歳までの663名が21.2
㎞を完歩し、提供されたトマト等の特産品や夜
空を楽しみました。

参加者は自然を感じながら元気にスタートしました

長い夜をアクティブに楽しんで3
8

　８月10日から香川県で開催された「第13回
全国中学生少林寺拳法大会」に出場した林丈太
郎さんと穴井孝弥さんが報告に訪れました。
　お二人は、週２回、部活動等が終わった後に
少林寺拳法の練習に励んでいます。大会では林
さんが組演武で準決勝に進出し、全国の仲間と
日頃の練習の成果を競い合いました。

（左から）時松副町長、穴井孝弥さん（緑陽中学校２年）、
　　　　 林丈太郎さん（緑陽中学校 3年）、武石社会教
　　　　 育課長、小幡教育振興課長

技と心を磨いて全国大会へ7
8

　長者原園地で「くじゅうフェス2019」が開
催されました。ボルダリングや鳥の巣箱づくり
等の体験のほか、タデ原探検や高原ヨガ等も行
われ、参加者はゆったりとした時間を過ごしな
がら自然に親しんでいました。

生きものタッチプールでは、子どもたちがミズカマキ
リなど水辺の生物に興味津々にふれていました

令和2年8月11日に第5回「山の日」記念全国大会が大分県、
メイン会場を九重町として開催されることが決定しました。

来年は大分県で全国大会開催！11
8

第 5回「山の日」記念全国大会の開催決定！
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木造住宅の無料簡易耐震診断をしませんか？
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１

　九重町では、大分県と建築士会と協力して、ご自宅の無料簡易耐震診断を行います。
　簡易耐震診断は正式な耐震診断ではありませんが、住宅のどのようなところに地震に対する強さ
や弱さがあるのかを調べることができます。

　九重町では、先行して幼稚園、保育所、認定こども園などを利用する３～５歳児の保育料を無償
化していますが、令和元年10月から国の制度が始まり、無償化の対象範囲が広がります。

　ご自宅が地震に対して、どの程度の耐震性能があるかを図面や現地調査をもとに診断しま
す。詳しい耐震診断を受けたい方、または簡易耐震診断を受けた結果により、詳しい耐震診断
を希望される方は、木造住宅耐震化促進事業をご利用ください。建物の規模、形状により診断
費用を7.5万円～11万円補助します。詳しくは、九重町ホームページまたは「まちの事業紹介
（10ページ）」をご覧いただくか、建設課までお問い合わせください。

対　　象　　昭和56年５月31日以前に建築された木造一戸建て住宅
　　　　　　（併用住宅で、住宅部分の面積が1/2以上のものを含む）
実施方法　　九重町職員と建築士会の会員がご自宅に伺い、１時間程度
　　　　　　で診断を行います。ご自宅の図面がある場合は、当日
　　　　　　ご用意頂けると短時間で実施できます。
実施期間　　10月７日（月）～10月11日（金）
　　　　　　※詳細日時はご希望を伺い決定します
申込期限　　９月30日（月）までに、建設課までお申込みください。

木造住宅耐震化促進事業による耐震診断

▲九重町HP

幼児教育・保育の無償化について
●お問い合わせ　【こども園等に関すること】子育て支援課　☎７６－３８２８
　　　　　　　　【障がい児の発達支援に関すること】健康福祉課　☎７６－３８２１

幼稚園、保育所、認定こども園等に通う 0～ 2歳児の住民税非課税世帯
上記施設に加え、地域型保育、企業主導型保育事業も同様に無料となります

▲

幼稚園の預かり保育
●「保育の必要性の認定」を受ける必要があります
●利用料は利用日数に応じ、最大月額 1.13 万円までの範囲となります

▲

就学前の障がい児の発達支援
●就学前の障がい児の発達支援を利用する 3～ 5歳までの子どもたちの利用料が無料になります
●無料となるサービスは児童発達支援、保育所等訪問支援等が該当となります

▲

認可外保育施設等
●「保育の必要性の認定」を受ける必要があります
●３～ 5歳までの子どもは月額 3.7 万円まで、0～ 2歳児住民税非課税世帯の子どもは月額 4.2 万円までの
　利用料が無料となります
●認可外保育施設に加え一時預かり事業、ファミリー・サポート・センター事業も対象です

▲
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歯科口腔健診のお知らせ　－後期高齢者医療広域連合からのお知らせ―
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

　大分県後期高齢者医療広域連合では、今年度76歳の誕生日を迎える方を対象に、肺炎等の疾病
につながる口腔機能の低下を予防するため歯科口腔健診を実施します。
　口腔内の健康は、いきいきとした生活を送るためにも必要ですので健診を受けましょう。

　年金生活者支援給付金は、令和元年10月に消費税率が引き上げられることに伴い、公的年金等
の収入や所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給さ
れるものです。年金生活者支援給付金の受け取りには請求書の提出が必要です。

　平成31年４月１日以前から年金を受給している方
　　➡対象となる方には、日本年金機構から請求手続きの案内が送付されます（9月上旬から順次）
　
　　●年金生活者支援給付金の請求でお困りになったときには、お電話ください。
　　　『給付金専用ダイヤル』　☎0570-05-4092（ナビダイヤル）　　 年金給付金  検索

●対 象 者　　大分県後期高齢者医療の被保険者で今年度76歳の誕生日を迎える方
　　　　　　　（対象者には、9月中に歯科口腔健診受診券・問診票、実施機関一覧を送付します）
●検査項目　　問診、歯及び入れ歯の状況、かみ合わせ、口腔内の状況、歯周病の状況、
　　　　　　　のみこみ機能の状況
●実施期間　　令和元年10月～令和２年２月
●実施機関　　大分県後期高齢者医療広域連合と契約する歯科医療機関
　　　　　　　（健診を受診するときは事前予約が必要です）
●費　　用　　歯科口腔健診にかかる費用は1回のみ無料です
●持参するもの　①被保険者証（カード）
　　　　　　　　②歯科口腔健診受診券・問診票（A４用紙両面印刷）
　　　　　　　　※被保険者証や歯科口腔健診受診券・問診票を持参しないと受診できない場合があ
　　　　　　　　　りますので、紛失した場合や送付されない場合は広域連合または住民課（役場１
　　　　　　　　　階）の後期高齢者医療担当窓口までお問い合わせください。

10 月 1日より、年金生活者支援給付金制度がはじまります
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２

対象となる方▼

請求手続き▼

老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている方
65歳以上である
世帯員全員が市町村民税が非課税と
なっている
年金収入額とその他所得額の合計が
約88万円以下である

●
●

●

障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している
以下の要件を満たしている方
前年の所得額が約462万円以下である●

日本年金機構や厚生労働省を装った不
審な電話や案内にご注意ください。口
座番号をお聞きしたり、手数料などの
金銭を求めることはありません。
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地域活動で使用する備品の整備・更新にお困りではありませんか？
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　コミュニティ助成事業の申請受付が始まりました。コミュニティ助成事業とは、財団法人自治総
合センターが宝くじの社会貢献広報事業として行なっているもので、住民が自主的に行なうコミュ
ニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げることを目指し、コミュニ
ティ活動に直接必要な備品の整備に対して補助をする事業です。
　皆さんの地域でもコミュニティ活動を充実させる
ために活用されてみてはいかがでしょうか。

インフルエンザ予防接種のお知らせ
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　インフルエンザは、38度以上の発熱、頭痛や関節・筋肉痛など全身の症状が急に現れ、高齢の
方や子どもは肺炎を伴うなど重症化することがあります。予防接種をすれば感染しても重症化や死
亡を防げるといわれています。

高齢者インフルエンザ予防接種

子どもインフルエンザ予防接種

対 象 者　　①65歳以上の方
　　　　　　②60～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に障がいがあり、身の回りの生活を極度

に制限される方、及びヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいがあり日常
生活がほとんど不可能な方

接種期間　　令和元年10月～令和２年1月31日まで　※接種期間は医療機関によって異なります
接種回数　　１回
接種費用　　自己負担金　1,000円（但し、対象者で生活保護世帯の方は、「生活保護受給者証明

書」を持参すれば「無料」で接種できます）
接種医療機関　　県内の医療機関

対 象 者　　生後６ヵ月～中学３年生終了前までの方
接種期間　　令和元年10月～令和２年１月31日まで
　　　　　　※接種期間は医療機関によって異なります
接種内容　　【助成額】年度内において、1人1回あたり1,000円
　　　　　　【助成回数】生後６ヵ月以上13歳未満（２回まで）、13歳以上（1回まで）
手 続 き　　【玖珠郡内の医療機関】
　　　　　　助成額1,000円を差し引いた金額を医療機関にお支払いください。
　　　　　　【玖珠郡外の医療機関】
　　　　　　全額医療機関に支払った後、①領収書②予防接種済証③振込先の口座がわかるものと

印鑑を持参し、令和２年３月31日までに保健福祉センターへお越しください。

●申込期限　10月18日（金）まで
※書類作成等、時間を要するため９月末までに企画調整課
　（役場２階）までご相談ください。
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あなたが元気ならみんなが嬉しい！ めざせ健康寿命大分県内 1位！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

①個人の部またはグループの部（5人以上10人以下）のいずれかを選択し、申込用紙をメールま
たはFAXでお送りいただくか、保健福祉センターに提出ください。
　※申込用紙は、九重町HPからダウンロード、または保健福祉センターと各地区公民館に設置しています
②申込みいただいた方に、必要書類をお送りします。
③歩数の計測は、大分県の健康スマホアプリ「おおいた歩得」、または
　万歩計や携帯電話等の歩数計測できる機器を利用してください。

男性
女性

79.33 歳（全国 36位）
84.05 歳（全国 12位）

79.37 歳（県内 6位）
85.22 歳（県内 3位）

大分県のお達者年齢 九重町のお達者年齢
●健康寿命（お達者年齢）

参加資格　九重町に住民票のある 18歳以上の方
実施方法　11 月 1日～ 11月 30日の 1ヵ月間の 1人あたりの平均歩数を競います。
参加方法

▼
▼

募集期間　10 月 1日（火）～ 10月 25日（金）
そ の 他　令和 2年 2月頃に表彰。上位グループおよび個人に記念品を贈呈。
　　　　　［グループ：上位 10チーム（1位 2万円相当）、個人：上位 6名（1位 3千円相当）］

▼
▼

▼

おおいた歩得
ダウンロード
（大分県HP）

▲

　大分県では10月を「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間に設定し、県民総ぐるみの健康づく
りを行っており、九重町も推進しています。

10 月は「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間

　膝や腰の痛みでお悩みの方、若い頃から筋力を維持して元気な高齢期に備えたい方など、どなた
でも参加できます。

健幸セミナー『未来にそなえて今から貯筋 ～めざせ健康寿命大分県内 1位～』

　1ヵ月間の1人あたりの平均歩数を競い、健康づくりをすることで、健康寿命大分県内1位をめざ
します。

「ここのえまちチャレンジミッション」参加者募集！

健康寿命とは
健康上の問題で日常生活が制限
されることなく生活できる期間
を指します

「減塩マイナス 3ｇ」
1

「摂取野菜 350ｇ」
（たくあん約 4枚分） （生野菜なら両手 3杯）

2
「歩数プラス 1500歩」
3

あなたが、いつまでもいき
いきと笑顔でいるための、
3つのカギは？（1日の目安）

と　き　　10月 8日（火）午後 3時～午後 4時 30分（受付：午後 2時～）
ところ　　保健福祉センター
講　師　　国立大学法人大分大学　福祉健康科学部長　教授　片岡 晶志　氏
その他　　体力測定コーナー、食育コーナーを設置。粗品進呈（先着 100名）

［主催］九重町、大分県信用組合 ［共催］国立大学大分大学、けんしん久大同友会、九重町商工会
［後援］大分県西部保健所、玖珠郡医師会
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ここのえ学園「第2回九重町イングリッシュキャンプ」を開催しました
●お問い合わせ　九重町教育委員会　教育振興課　☎７６－３８３４

　九重町教育委員会では、昨年度から「イングリッシュキャンプ」を九重青少年の家で行なってお
り、今年も８月９日（金）から10日（土）の2日間で行いました。
　今年は町内小学校３～６年生の23名が参加し、ALT等との交流活動を通して英語に慣れ親しん
だり、英語を用いてALTや他の学校の友だちと積極的に交流したりすることができました。あっ
という間の２日間、ほとんどの子どもから、「来年も参加したい！」という感想が聞かれました。

　令和 2年度使用小学校教科用図書を教育委員会で採択しました。外国語の教科化に伴い、
新たに「外国語（英語）」の採択も行いました。採択結果は次のとおりです。

令和 2年度使用小学校教科用図書の採択結果のお知らせ

種　　目 発行者名 種　　目 発行者名
国　語
書　写
社　会
地図帳
算　数
理　科
生　活

教育出版
光村図書
日本文教出版
帝国書院
東京書籍
大日本図書
東京書籍

音　楽
図画工作
家　庭
体育（保健領域）
外国語（英語）
特別の教科　道徳

教育出版
日本文教出版
東京書籍
光文書院
教育出版
光文書院

部屋で記念撮影

英語でダンス！ みんなでカレー作り 夜は花火大会

参加児童とALT５名
全員集合！
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●と　き　10月 23日（水）午前 10時～午後 3時
●ところ　九重町役場 1階 102 会議室
※予約が必要ですので、日田年金事務所までご連絡ください

　国民年金は、年をとった時やいざという時の生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作
られた仕組みです。若い時に公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとった時や、病気
やケガで障がいが残った時、家族の働き手が亡くなった時に、年金を受け取ることができます。

10 月 の
年金相談

障がい福祉に関する制度の情報提供について

　心身の障がいに関する制度（手帳のこと、医療のこと、各種給付金等）については、健康福祉課
での窓口相談、障がい者相談員への相談等のほか、ホームページでも情報提供を行っています。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



現在、ホームページで提供している情報 障がい者福祉のしおり（全117ページ）

新成人のみなさんへ　20歳になったら国民年金
国民年金広場

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

国民年金のポイント

●国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　（※平成31年４月分～令和２年３月分までの国民年金保険料は、月額16,410円です）
●国が責任もって運営するため安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

●国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障がいが残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を
　維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

将来の大きな支えになります▼

老後のためだけのものではありません▼

九重町ホームページ 大分県ホームページ

●身体障害者手帳の交付について
●重度心身障がい者医療について
●自立支援医療について
●補装具費給付について
●有料道路障害者割引について　　　等

●相談の窓口
●障がい福祉サービス
●経済的支援
●医療支援
●雇用・就業支援　　等

検索九重町 障がい福祉

九重町HP
（障がい福祉のページ）

▲

検索大分県 障がい者福祉のしおり

大分県HP
（障がい者福祉のしおりのページ）

▲
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人権

No.278心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　第３回目となる「なるほど“ザ”人権講座」が、８
月22日に開催されました。今回も、講座内容や受
講生の声などをこの「心の扉」のコーナーで皆さん
にご紹介させていただきます。
　テーマは「部落差別の歴史を知る」。講師に、淮
園小学校教諭の小西尚史さんを迎え、「学校で子ど
もたちがどんなふうに部落差別を学んでいるか」と
いう切り口から講演を行っていただきました。
　能や狂言といった日本文化の発展や、解体新書の
出版に貢献し、医学の発展に重要な役目を果たした
人々が、差別される対象であったこと、また、明治
になって出された『解放令』により身分制度が廃止
されたにもかかわらず、差別が無くならなかったこ
とや反対一揆が起きたことについても学びました。
　講演後のグループ討議では、今でも差別がなくな
らないのはどうしてか話し合いました。

　受講生アンケートでは、以下のような記述がみら
れました。（一部抜粋）

・大きな反対一揆が大分県であったことを知り
ショックを受けました。
・目に見えないものへの怖れから、階級制度、差別
が作られてきたことを学びました。
・学ぶ機会がない、自分が優位に立ちたいなど、差
別がなくならない理由だと思いました。
・間違ったことでも多数の中にいると安心するとい
うことは、差別の原因の一つであり、今現在のい
じめにつながっていると思いました。
・多数派に行ってしまうかもしれないが、差別をし
ない側の人間になりたいと思いました。
・知ること、学ぶこと、出会うこと。一人一人から
差別をなくす人をつくっていかないといけない。
寝た子を起こすな！ではなく、「正しく起こす」、
心に残りました。

　講座の最後に受講生から、「素晴らしい技術を
もった方々がどうして差別されたのか？」という質
問が出されました。この質問は、小学６年生の授業
の際にも出される質問であり、皆で答えを考えるそ
うです。皆さんはどうしてだと思いますか？

　紙面の都合上、詳細について掲載することができ
ませんが、ご質問等がございましたら、社会教育課
（☎76-3823）までお問い合わせください。
　　　　　　　　九重町教育委員会　社会教育課

2019年 第３回なるほど “ザ”人権講座

ここのえファミリー・サポート・センター「まかせて会員」講習会開催
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

　子育てを応援するためにお手伝いをする、「まかせて会員」になっていただける方への講習会を
開催します。
と　　き　　10月 27日（日）午前 9時～午後 4時
と こ ろ　　ここのえみつばこども園
対 象 者　　九重町に居住している 20歳以上の方で子育てをお手伝いしたい、
　　　　　　子どもが大好きだという方
講習内容　　ファミリー・サポート・センター事業について、
　　　　　　子どもの世話・遊びについて、安全・事故について等
申 込 先　　子育て支援課（役場 1階）またはここのえ子育て交流センター
申込方法　　申込用紙（申込先に備え付けています）にて、お申込み下さい。
そ の 他　　講習会当日は託児を行う予定です。託児を利用される方は申込時に予約してください。

ファミリー・サポート・センターとは？

　子育てを応援するためにお手伝いをする「まかせて会員」と、お手伝いを依頼する「お願い会員」が会員
となって子育てを有償で一時的にお手伝いする会員組織です。
お手伝いできる内容は？　・保育施設などへの送り迎え
　　　　　　　　　　　　・保護者の病気や冠婚葬祭などの急用時に子どもを預かる　等

▲
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ふるさとの
 文化財探訪

第65回

ふ
る
さ
と
の
妖
怪　
２

文
化
財
調
査
員
　
後
藤
　
浩
二

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

９月のハート降る♥ここのえ

第
二
の
父
と
母

　
子
ど
も
た
ち
が
全
員
成
人
し
た
今
、
子
育
て
真
っ

た
だ
中
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
園
や

学
校
の
役
員
や
、
出
ご
と
が
大
変
だ
と
よ
く
聞
き
ま

す
。
自
分
た
ち
の
頃
も
決
し
て
多
く
な
か
っ
た
児
童

数
で
、
子
ど
も
が
３
人
い
れ
ば
毎
年
の
よ
う
に
役
員

を
し
て
、
研
修
や
講
演
会
の
動
員
も
あ
っ
た
な
ぁ
と

思
い
出
し
ま
す
。
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
学
ん
だ
こ
と

も
多
か
っ
た
し
、
何
よ
り
も
人
と
の
縁
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
同
学
年
の
保
護
者
の
方
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、
役
員
を
す
れ
ば
他
の
学
年
の
保
護

者
の
方
や
、
担
任
以
外
の
教
職
員
の
方
た
ち
と
も
出

会
い
、
お
話
を
し
て
活
動
し
て
い
く
中
で
、
保
護
者

同
士
と
し
て
で
は
な
く
、
教
員
と
保
護
者
と
し
て
で

は
な
く
、「
友
だ
ち
」
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
の
同

級
生
や
職
場
以
外
で
出
来
る
、
年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
な

「
友
だ
ち
」
・
・
・
そ
れ
は
、
子
ど
も
が
卒
業
し
た

後
も
変
わ
ら
ず
に
付
き
合
え
る
出
会
い
で
し
た
。

　
先
日
、
子
ど
も
の
同
級
生
だ
っ
た
女
の
子
の
結
婚

式
が
遠
方
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
子
が
小
中
学
生
の

頃
の
保
護
者
だ
っ
た
、
５
人
の
親
た
ち
を
招
待
し
て

く
れ
て
参
列
し
て
き
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
見
て

き
た
そ
の
子
の
花
嫁
姿
を
、
私
た
ち
皆
が
親
の
よ
う

な
気
持
ち
で
見
つ
め
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
子
が
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
る
ス

タ
ッ
フ
の
方
に
言
い
ま
し
た
。「
私
の
第
二
の
父
と

母
た
ち
で
す
！
」
と
。

　
皆
で
子
ど
も
た
ち
を
気
に
か
け
て
一
緒
に
活
動
で

き
る
時
間
は
、
結
構
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
と
て
も

貴
重
で
あ
り
が
た
い
時
間
だ
っ
た
と
、
今
し
み
じ
み

と
思
い
ま
す
。

　　
皆
さ
ん
は
、
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
と
い
う
漫
画
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

２
０
１
０
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
に
も
な
っ
た
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
の
亭
主
、
水
木
し

げ
る
氏
が
創
作
し
た
、
妖
怪
活
劇
で
す
。

　
主
人
公
の
鬼
太
郎
は
、
仲
間
の
、
砂
か
け
婆
、
塗
り
壁
、
子
泣
き
爺
、
一
反
木
綿

ら
と
、
様
々
な
妖
怪
と
戦
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
創
作
で
す
が
、
伝
承
と
し
て
残
っ
て
い
る
妖
怪
も
登
場
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
「
砂
か
け
婆
」、
九
重
町
に
も
「
砂
撒
き
が
出
た
」
と
い
う
話
が
残
っ

て
い
ま
す
（
上
旦
、
下
旦
、
物
見
塚
、
見
留
、
丸
塚
、
野
倉
）。
野
倉
で
は
狸
が
後

ろ
足
で
砂
を
蹴
っ
て
人
に
砂
を
撒
い
て
い
る
の
だ
と
説
明
が
あ
り
ま
す
。

　
実
は
、
鬼
太
郎
に
出
て
く
る
砂
か
け
婆
の
姿
は
、
古
典
の
絵
巻
物
に
も
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
伝
承
に
も

「
砂
を
か
け
る
音
が
し
た
」「
砂
が
降
っ
て
き
た
」
な
ど
姿
の
描
写
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
民
俗
学
者
、
柳
田
國
男
の
友
人
、
沢
田
四
郎
作
、
医
学
博
士
の
「
大
和
昔
譚
」
に
よ
る
と
「
お
ば
け
の

う
ち
に
ス
ナ
カ
ケ
バ
バ
ア
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
人
淋
し
き
森
の
か
げ
、
神
社
の
か
げ
を
通
れ
ば
、
砂
を
バ

ラ
バ
ラ
ふ
り
か
け
て
お
ど
ろ
か
す
と
い
ふ
も
の
、
そ
の
姿
見
た
る
も
の
な
し
」
と
あ
り
ま
す
。

　
大
分
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
事
を
狸
に
化
か
さ
れ
た
と
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
風
が
ま
っ
て
砂
が
か
か
っ
た
だ
け
で
も
、
雰
囲
気
な
ど
条
件
が
そ
ろ
え
ば
、
妖
怪
の
仕
業
に
し
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
「
塗
り
壁
」
も
タ
ヌ
キ
な
ど
、
小
動
物
の
わ
る
さ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
塗
り
壁
」
と
い
う
妖
怪
は
道
を
歩
い
て
い
る
と
突
然
目
に
見
え
な
い
壁
が
で
き
前
に
進
め
な
く
な
る

と
い
う
妖
怪
で
、
あ
る
話
で
は
、
狸
が
陰
嚢
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
て
、
夜
道
を
往
く
人
の
視
界
を
塞
ぐ
悪

さ
を
す
る
と
い
う
も
の
や
、
帯
の
結
び
目
に
立
っ
て
目
隠
し
を
す
る
な
ど
あ
り
、
い
ず
れ
も
一
休
み
す
る

と
消
え
て
な
く
な
り
ま
す
。

　
実
は
私
の
友
人
も
こ
れ
を
経
験
し
て
お
り
、
偶
然
通
り
か
か
っ
た
人
に
チ
ョ
コ
と
塩
昆
布
を
も
ら
っ

て
、
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　
昔
の
交
通
手
段
は
歩
く
し
か
無
く
、
体
力
が
限
界

に
達
し
た
と
き
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

夕
暮
れ
の
薄
暗
い
時
間
を
逢
魔
時
と
言
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
条
件
が
揃
っ
た
と
き
、
九
重
に
も
ゲ
ゲ

ゲ
の
森
は
現
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
う
ま
が
と
き
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●児童書・コミック
おかあさんありがとう　　　　　　　　　みやにしたつや
そうめんソータロー　　　　　　　　　　　岡田よしたか
夢にめざめる世界　　　　　　　　ロブ・ゴンサルヴェス
セミ　　　　　　　　　　　　　　　　　ショーン・タン
多目的作業車ひみつ 学研まんがでよくわかるシリーズ　構成・橘悠紀
部活でスキルアップ！ダンス上達バイブル　　のりんご☆ 
部活でレベルアップ！吹奏楽上達のコツ50　　　畠田貴生
聲の形（コエ ノ カタチ）１～７巻　　　　　　 大今良時
●一般図書
旅仕舞（新・酔いどれ小籐次シリーズ 14巻 文庫）　  佐伯泰英
火付けの槍（口入屋用心棒シリーズ 45巻 文庫 )　 　鈴木英治
贋作の謀（おれは一万石シリーズ９巻 文庫）　　千野隆司 
ご存じ、白猫ざむらい（猫の手屋繁盛記シリーズ６巻 文庫）  かたやま和華
慶応えびふらい（南蛮おたね夢料理シリーズ９巻 文庫）　  倉阪 鬼一郎
小説天気の子（文庫）　　　　　　　　　　　　　  新海誠
あなたに謎と幸福を（文庫）　　　　　　　 近藤史恵、他
あなたの不幸は蜜の味（文庫）　　　　　　 辻村深月、他
むらさきのスカートの女（芥川賞受賞作品）　　 今村夏子
渦（ウズ） （直木賞受賞作品）　　　　　　　　大島真寿美
希望の糸　　　　　　　　　　　　　　　　　　東野圭吾
さよならの儀式　　　　　　　　　　　　　　宮部みゆき 
つみびと　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田詠美
夏の騎士　　　　　　　　　　　　　　　　　　百田尚樹
トリニティ　　　　　　　　　　　　　　　　　　窪美澄 

お茶の時間　　　　　　　　　　　　　　　　　益田ミリ 
大好きな町に用がある　　　　　　　　　　　　角田光代 
ステージ４ｂからの脱出　　　　　　　　　　　水田賢一 
ウォーターシップ・ダウンのウサギたち 上・下巻　 リチャード・アダムズ
芥川賞ぜんぶ読む　　　　　　　　　　　　　　　菊池良 
未来をつくる図書館　　　　　　　　　　　　　菅谷明子
本の読み方　　　　　　　　　　　　　　　　平野啓一郎
きっと明日はいい日になる　　　　　　　　　　田口久人
私は私のままで生きることにした　　　　　キムスヒョン
さあ、才能（じぶん）に目覚めよう　　　　　トム・ラス
キレる！　　　　　　　　　　　　　　　　　　中野信子 
あなたが知らないあなたの話　　　　　阿部敏郎、雲黒斎
旅酒（タビサケ）　　　　　　　　　　 旅酒日本酒蔵の会
知らないと恥をかく世界の大問題 10　　　　　　池上彰
未来の地図帳　　　　　　　　　　　　　　　　河合雅司
やせる！高血圧、めまいに特効！梅干し最強レシピ　マキノ出版 
５Ｇビジネス　　　　　　　　　　　　　　　　亀井卓也
マンガ足が速くなる！ポンピュン走法　　　川本和久、武楽清
はじめての苔テラリウム　　　　　　　　　　　園田純寛 
アボカド　　　　　　　　　　　　　　　　　　米本仁巳 
これ一冊ではじめる！日曜大工　　　　　　　　山田芳照
黄色い本　　　　　　　　　　　　　　　　　　高野文子
「大家さんと僕」と僕　　　　　　　　　　　　 矢部太郎
家をせおって歩く　　　　　　　　　　　　　　　村上慧

新刊・新着図書案内 ～9月です。お月見団子を食べながら読書はいかがですか？～

ほんの森９月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年も、図書館で困ったな～という顔をして本を選んでいる
学生さんを見かけました。頭を悩ませているのは読書感想文のせいでした。「短い本、無いですか？」「感想文
がうまく書けそうな本はありませんか？」こういう質問をよく受けました。
　そもそも感想を抱きやすい本というのはどういう本なのでしょうか？確かに推薦図書などは大勢の人の心に響
く内容なのかもしれません。しかし、その本に全く興味がわかない場合、無理に読んだところでうまく感想を引
き出せる気がしません。あなたが感想を抱きやすい本とは、すなわち「あなたの好きなことや興味のあること」
その一点に尽きるのではないでしょうか。野球好きなら野球について書かれた本を選べばいいし、絵を描くこと
が好きなら美術系の本を選べばいいのです。なにも感動的で道徳的な「物語」を読まなければならない決まりは
ないのです。あくまで「本」を読んでの感想なのですから。困っている人にそうアドバイスすると、少しホッと
した顔になり１冊を自分で選んでいました。
　さて、これを読んでいる宿題のない世代の皆さんも、図書館に来てみたけれど「一体何を読んでいいかわから
ない！」と思われることありますよね。そんな時はまず自分に興味を持ってみてください。自分の好きなこと興
味があることはなんだろう？そうすると、おのずと手が伸びて、ぱらぱらとページをめくり、こんな本もあるん
だな…読んでみようかな…そんな瞬間がやってくるに違いありません。
　さあ、そろそろ読書の秋がやってきます。図書バッグを持って、本と出会いに来ませんか？

夏が終わり、、読書の秋がすぐそこに

お
知
ら
せ

【閉館日】月曜・祝日【開館時間】平日：１０時～１８時　土日：９時～１７時

●「おはなし会」毎月第２土曜日１０：３０～１１；００
９月のボランティアグループは「ぷちトマト」の皆さんでした。
10月は「チームそらまめくん」の皆さんです。（10月14日予定）

★おばけの本にかき氷の絵本…
　夏らしい絵本にこどもたちも楽しそう
　でしたよ。さて、次のおはなし会はどん
　な絵本がでてくるでしょう♪
　　　　～ぜひ遊びにきてくださいね～

８月に読んだ絵本→
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと 2019年度（下半期）、九重ふるさと自然学校では下記のプログラムを実施
予定です。奮ってご参加ください。

●お申込み･お問い合わせは九重ふるさと自然学校（☎73-0001）まで

草原でススキを採集し、もふもふのススキの穂で頭と体を
つくります。さらにドングリなど自然の素材で目やくちば
しを付けて、手作りのフクロウを完成させます。とても簡
単なクラフトです。
●日時：10月13日（日）
【午前の部】10:00～11:00　
【午後の部】13:30～14:30
●参加費：500円
●申込締切：10月7日（月）
●集合場所：九重自然教室
　　　　　「さとばる」（九重町田野1726-143）

落ち葉や薪を集めて火を起こし、焼き芋を作ります。落ち
葉が燃える絶妙な火加減でじっくり焼いた芋は、芯まで煮
えてほっこり最高！

落ち葉で焼き芋づくり落ち葉で焼き芋づくり

●日時：11月10日（日）　
【午前の部】10:00～12:00
【午後の部】13:30～15:30
●集合場所：九重自然教室
「さとばる」（九重町田野1726-143）
●参加費：500円
●申込締切：11月3日（日･祝）

九重町の清流沿いで冬鳥を訪ねるバードウォッチング。セ
キレイ類、サギ類、カモ類といった川の鳥とホオジロ類、
ジョウビタキなどの里の鳥の両方を観察しようというよく
ばりコースです。カワセミにも期待！

冬の九重バードウォッチング冬の九重バードウォッチング

●日時：11月23日（土）9:30～12:00
●集合場所：九重文化センター駐車場
●参加費：大人600円
　　　　　子ども（小中学生）400円
●申込締切：11月16日（土）

●日時：11月23日（土）9:30～12:00
●集合場所：九重文化センター駐車場
●参加費：大人600円
　　　　　子ども（小中学生）400円
●申込締切：11月16日（土）

１枚の板を寸法を測って切り、それを組み立てて巣箱を作
ります。鳥たちの子育てを少しお手伝いしてみませんか？ 
自宅の庭にかければ、かわいいヒナが巣立つかも!？ オリ
ジナルの装飾をつけてもOK
●日時：11月24日（日）
【午前の部】9:30～12:00
【午後の部】13:30～16:00
●参加費：500円
●申込締切：11月17日（日）
●集合場所：九重ふるさと自然学校事務所
　　　　　（九重町田野1726-408）

●日時：11月24日（日）
【午前の部】9:30～12:00
【午後の部】13:30～16:00
●参加費：500円
●申込締切：11月17日（日）
●集合場所：九重ふるさと自然学校事務所
　　　　　（九重町田野1726-408）

自然素材を使った手づくりのしめ飾りとミニ門松で、正月
の準備をします。来る年が良い年になるよう、気持ちを込
めて作りましょう。

九重の自然を凝縮したフィールド･さとばるでのバードウォッ
チング。田んぼ、林、草原、人家等、多種多様な環境とそれら
を巧みに活用して冬を乗り切る野鳥たちの様子に迫ります。

真冬のバードウォッチング真冬のバードウォッチング

●日時：1月25日（土）9:30～12:00
●集合場所：
　　九重ふるさと自然学校事務所
　　（九重町田野1726-408）
●参加費：大人600円
　　　　　子ども（小中学生）400円
●申込締切：1月18日（土）

●日時：1月25日（土）9:30～12:00
●集合場所：
　　九重ふるさと自然学校事務所
　　（九重町田野1726-408）
●参加費：大人600円
　　　　　子ども（小中学生）400円
●申込締切：1月18日（土）

木の実や葉っぱ、お花など、自然の素材をそのままの形で
炭にしたものが花炭です。インテリアとしてお洒落なだけ
でなく、機能性も抜群！お部屋の脱臭や除湿剤としても
GOODです。当日は炭化させるまでの待ち時間に、アル
ミ缶を使ったミニ調理用ストーブ作りにも挑戦！

花炭と空き缶ストーブづくり花炭と空き缶ストーブづくり

●日時：1月26日（日）
　【午前の部】10:00～12:00
　【午後の部】13:30～15:30
●集合場所：九重自然教室「さとばる」
　　（九重町田野1726-143）
●参加費：500円
●申込締切：1月19日（日）

●日時：1月26日（日）
　【午前の部】10:00～12:00
　【午後の部】13:30～15:30
●集合場所：九重自然教室「さとばる」
　　（九重町田野1726-143）
●参加費：500円
●申込締切：1月19日（日）

九重の知られざる自然観察スポット！「さとばる」をス
タッフがご案内します。野道を行きながら、ゆっくりのん
びりと九重の自然を味わいましょう。何に出会うかは、毎
月のお楽しみ。さぁ、90分があっという間に過ぎてい
く、心のデトックスタイムへ。
●日時：10月20日（日）、11月17日（日）、
　　　　12月15日（日）、1月19日（日）、2月9日（日）
　　【午前の部】10:30～12:00
　　【午後の部】13:30～15:00
●集合場所：九重ふるさと自然学校事務所
　　　　　（九重町田野1726-408）
●参加費：200円
●申込締切：各回、開催日の3日前まで

●日時：10月20日（日）、11月17日（日）、
　　　　12月15日（日）、1月19日（日）、2月9日（日）
　　【午前の部】10:30～12:00
　　【午後の部】13:30～15:00
●集合場所：九重ふるさと自然学校事務所
　　　　　（九重町田野1726-408）
●参加費：200円
●申込締切：各回、開催日の3日前まで

自然で遊ぼう！おやとこ ～田んぼの巻～

ススキでフクロウづくり

鳥の巣箱づくり

しめ飾りとミニ門松づくり

月イチ！さとばる自然観察ウォ～ク

●日時：12月14日（土）10:00～15:00　
●集合場所：九重自然教室「さとばる」
　　　（九重町田野1726-143）
●参加費：大人1,100円
　　　　　子ども（3歳以上）600円
●申込締切：12月7日（土）

●日時：12月14日（土）10:00～15:00　
●集合場所：九重自然教室「さとばる」
　　　（九重町田野1726-143）
●参加費：大人1,100円
　　　　　子ども（3歳以上）600円
●申込締切：12月7日（土）
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●　暮らしの情報

　
「
糖
尿
病
に
な
る
と
ど
う
な
る
ん
だ
ろ

う
？
」「
家
族
の
健
康
が
心
配
」
等
気
に

な
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
　
き　
10
月
29
日
㈫

【
受
付
】
午
後
０
時
45
分
〜

【
講
演
】
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

【
テ
ー
マ
】
「
糖
尿
病
と
そ
の
重
症
化
を

防
ぐ
た
め
に
」

【
講　
師
】
小
中
病
院　
小
中
多
佳
子
氏

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

　
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
等
を
対
象
に
、

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
問
題
解
決
に
向
け
、
弁
護
士
が
皆
様
の

お
話
を
お
伺
い
し
ま
す
（
離
婚
前
相
談
も

含
み
ま
す
）。

■
と
　
き　
10
月
18
日
㈮

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
１
階　
１
０
１
会
議
室

■
講
　
師　
河
野
聡
氏
（
お
お
い
た
市
民

総
合
法
律
事
務
所
）

■
相
談
時
間　
１
人
当
た
り
約
30
分

■
申
込
期
限　
10
月
11
日
㈮
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
費
　
用　
無
料

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課（
☎
７
６‐

３
８
２
８
）

■
と
　
き　
10
月
17
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
人
権
擁
護
委
員
が
、
差
別
を

受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
受
け

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
中
傷

さ
れ
た
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役
所
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

■
と
　
き　
10
月
２
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
飯
田
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と
　
き　
10
月
10
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

医
療
相
談

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
■
と
　
き　
10
月
21
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 
Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐
２
３‐

７
８
９
７
）

　
■
と
　
き　
10
月
３
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、

許
認
可
申
請
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
行
政
書
士
会

日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と
　
き　
10
月
11
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
10
月
８
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
相
談

ひ
と
り
親
の
た
め
の
法
律
相
談
会

障
が
い
巡
回
相
談

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
（
無
料
）

行
政
相
談

精
神
保
健
福
祉
相
談

（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

糖
尿
病
予
防
教
室
　
公
開
講
座

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）
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お
知
ら
せ

９
月
24
日
〜
30
日
は
、

「
結
核
予
防
週
間
」
で
す

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

第
28
回
九
重
の
自
然
を
描
く
絵
画
・

写
真
展
の
開
催

大
分
県
農
林
水
産
祭

お
お
い
た

み
の
り
フ
ェ
ス
タ

開
催

悩
ま
ず　
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

公
証
役
場
の
日
曜
無
料
相
談

無
料
調
停
相
談
会

暮らしの情報　●

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　　
日
田
調
停
協
会
所
属
の
裁
判
所
の
調
停

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と　
き　
10
月
27
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

■
相
談
内
容　
土
地
建
物
問
題
、
金
銭
問

題
、
交
通
事
故
、
相
続
、
離
婚
、
親

子
・
親
族
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
の
他
各

種
の
調
整
相
談

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
調
停
協
会

（
☎
０
９
７
３‐

２
８‐

５
６
７
４
）

　　
解
雇
、
賃
金
未
払
い
等
の
労
使
間
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
期　
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
10
月
７
日
㈪

■
受
付
時
間

【
平　
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

【
土
・
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

来
所
相
談
受
付
は
、
平
日
が
午
後
６
時

30
分
ま
で
、
土
日
は
午
後
４
時
ま
で

■
相
談
方
法

【
電
話
相
談
】

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

３
６
５
０

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
５
１

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１

【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会
（
大

分
県
庁　
本
館
３
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
労
働
委
員
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１
）

　
■
と　
き　
10
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場

■
内　
容　
①
遺
言
の
他
、
高
齢
者
等
の

財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
等
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す

る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の

認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問
題

に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
平
日
に
事
前
予
約
が
必
要

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐
６
７
５
１
）

■
期　
間　
10
月
15
日
㈫
〜
10
月
20
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内　
容　
水
彩
画
、
油
絵
、
日
本
画
、

デ
ザ
イ
ン
、
水
墨
画
、
写
真
、
そ
の
他

■
そ
の
他　
入
場
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
８
８
）

【
水
産
部
門
】

■
と　
き　
10
月
12
日
㈯
〜
13
日
㈰

■
と
こ
ろ　
亀
川
漁
港
（
別
府
市
）

■
内　
容　
産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
、
浜
の

母
ち
ゃ
ん
の
味
コ
ー
ナ
ー
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
農
林
水
産
部
漁
業
管
理
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
９
１
４
）

【
農
林
部
門
】

■
と　
き　
10
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

■
と
こ
ろ　
別
府
公
園
（
別
府
市
）

■
内　
容　
県
産
農
林
水
産
物
の
販
売
・

食
の
提
供
、
木
工
教
室
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
農
林
水
産
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
５
８
２
）

　
結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
な
く
、
日
田

玖
珠
地
域
で
は
、
平
成
29
年
に
９
人
、
平

成
30
年
に
22
人
が
新
た
に
結
核
と
診
断
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
咳
が
２
週
間
以
上
続
く
、
痰
が
出
る
、

倦
怠
感
や
微
熱
が
続
く
な
ど
の
症
状
が
あ

る
と
き
は
、
早
め
に
病
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
高
齢
者
で
は
咳
や
痰
な
ど
の
症
状
が
出

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
、
年
に
一
度
は
健
診
を
う

け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
保
健
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
相
続
が
発
生
す
る
と
、
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
の
預
貯
金
の
払
戻
し
等
の
手
続

は
、
時
間
と
手
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
法
務
局

が
亡
く
な
っ
た
方
の
戸
籍
等
書
類
を
確
認

し
、
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
（
申
出
人
が

作
成
す
る
も
の
で
す
）
の
写
し
を
作
成
し

て
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
か
を
証
明

す
る
制
度
で
す
。

　
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
各
金
融
機
関
へ
の
預
貯
金
の
払
戻

し
手
続
が
円
滑
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
相
続
登
記
の
申
請
手
続
や
相
続

税
の
申
告
手
続
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

■
料　
金　
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写

し
を
求
め
る
場
合
の
手
数
料
は
不
要

■
相　
談　
登
記
の
相
談
は
予
約
制
。
月

曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日
で
受
け
付
け

て
い
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ



広報ここのえ　2019.９月号19

●　暮らしの情報

　
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
７
１
９
）

■
と　
き　
10
月
15
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
パ
ト
リ
ア
日
田
（
日
田
市
）

■
対
象
者　
就
労
意
欲
の
あ
る
55
歳
以
上

の
方

■
参
加
企
業　
日
田
市
・
九
重
町
・
玖
珠

町
に
就
業
場
所
が
あ
り
、
シ
ニ
ア
の
方

の
採
用
を
考
え
て
い
る
企
業

■
内　
容　
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

会
社
概
要
や
事
業
内
容
、
募
集
求
人
等

の
説
明
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る

就
職
相
談
等

■
そ
の
他　
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
シ
ニ
ア
雇
用

推
進
協
議
会

（
☎
０
９
７‐

５
７
６‐

７
３
８
５
）

■
と　
き　
11
月
３
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

■
内　
容　
テ
ー
マ
ト
ー
ク
や
若
手
ハ
ン

タ
ー
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
猟
具
の

展
示
や
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
、
ジ
ビ
エ
試
食
等

■
対
象
者　
狩
猟
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
、
こ
れ
か
ら
狩
猟
を
始
め
た
い
と
考

え
て
い
る
方

■
そ
の
他　
参
加
無
料
、
申
込
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
農
林
水
産
部
森
と
の
共
生
推
進
室

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
８
７
６
）

■
と　
き　
10
月
25
日
㈮

【
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
】

　
学
校
説
明
、
公
開
授
業
、
施
設
見
学
等

【
午
後
１
時
30
分
〜
】

　
視
覚
障
が
い
教
育
相
談
（
希
望
者
）

■
と
こ
ろ　
大
分
県
立
盲
学
校

■
内　
容　
学
校
説
明
、
公
開
授
業
、
施

設
見
学
、
視
覚
障
が
い
セ
ミ
ナ
ー
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

２
６
３
８
）

　
認
知
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
同
じ

症
状
や
悩
み
を
持
つ
認
知
症
の
ご
本
人
と

体
験
を
共
有
し
と
も
に
考
え
る
こ
と
で
、

ご
本
人
や
ご
家
族
を
支
え
る
人
で
す
。

■
と　
き　
10
月
30
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
新
館

■
対
象
者　
認
知
症
の
ご
本
人
で
認
知
症

の
ご
本
人
や
ご
家
族
へ
の
支
援
に
関
心

が
あ
る
方

■
内　
容　
講
師
／
丹
野
智
文
氏
（
若
年

性
認
知
症
当
事
者
、
お
れ
ん
じ
ド
ア
代

表
）、
講
義
①
「
認
知
症
と
と
も
に
い

き
る
と
い
う
こ
と
」、
講
義
②
「
も
の

忘
れ
相
談
総
合
相
談
窓
口　
お
れ
ん
じ

ド
ア
」、
座
談
会

■
そ
の
他　
参
加
費
無
料

■
申
込
方
法　
申
込
書
を
送
付
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
県
高
齢
者

福
祉
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
６
９
４
）

　
《
薬
を
正
し
く
使
う
た
め
に
》

①
用
法
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

②
使
用
す
る
薬
の
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
う

③
人
か
ら
も
ら
っ
た
薬
は
使
わ
な
い　

④
薬
の
専
門
家
（
薬
剤
師
等
）
に
相
談
し

ま
し
ょ
う

■
お
く
す
り
１
１
０
番
（
電
話
相
談
）

　
☎
０
９
７‐

５
４
４‐

９
５
１
２

・
ご
利
用
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
午
後
３
時

　

※

10
月
20
日
、
10
月
22
日
を
除
く

■
募
集
コ
ー
ス　

電
気
シ
ス
テ
ム
科

（
デ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
）

■
募
集
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈭

■
訓
練
期
間　
12
月
３
日
㈫
〜
令
和
２
年

５
月
29
日
㈮

■
説
明
会　
10
月
23
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

試
験
・
講
習
会

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
受
講
生
募
集

10
月
17
日
〜
23
日
は
、

「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す

大
分
県
立
盲
学
校　
学
校
公
開

認
知
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の
就
職
面
談
会

狩
猟
の
魅
力
ま
る
わ
か
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　NHK-BSプレミアムで放送予定の「にっぽん縦断こ
ころ旅」は、9年目を迎えました。9月23日からの秋の
旅は、冨山県をスタートして、12の府県を訪ねます。
　ぜひ、九重町内の「こころの風景」（忘れられない場
所、風景）にまつわるエピソードをお寄せください。

●お手紙の応募期限　10月15日（火）必着
●大分県の放送予定　12月２日～12月６日
●応募は、番組HPまたは企画調整課、各地区公
　民館に設置しています用紙をご利用ください。

にっぽん縦断こころ旅 お手紙募集

大分



　
南
瓜
は
ほ
っ
た
ら
か
し
の
方
が
よ
く
育
つ

子
育
て
も
し
か
り
。
わ
が
南
瓜
は
わ
が
息
子

で
も
あ
る
。

　
子
安
地
蔵
と
は
、
安
産
を
か

な
え
る
と
い
わ
れ
る
地
蔵
尊
。

　
秋
意
は
秋
の
秋
の
風
景
や
天

候
に
揺
れ
動
く
心
の
働
き
の
こ

と
。
秋
の
風
や
秋
の
雨
な
ど
に

象
徴
さ
れ
る
、
い
く
ら
か
沈
ん

だ
気
分
で
し
ょ
う
か
。

読 者 俳 句

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。
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秋
意
か
な
子
安
地
蔵
に
雨
合
羽
　
　
豊
　
　
　
國

佐
藤　

律
子

吉
光
ヨ
ウ
子

泉　
　
　

渓

　
ソ
ー
ダ
ー
水
の
泡
を
見
つ
め
な
が
ら
過
ぎ
去
っ
た
日
を
つ
い
思
い
出
し
ま
し

た
。
少
し
辛
か
っ
た
こ
と
、
で
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
消
え
ゆ
く
泡
に
映
像
が
浮

か
び
あ
が
り
ま
す
。

ソ
ー
ダ
ー
水
消
え
ゆ
く
泡
と
過
ぎ
し
日
よ

富
田
い
ず
み

（
歳
時
記
・
編
集
後
記
）　
選
者
と
し
て
お
詫
び
と
お
願
い
で
す
。
私
の
ミ
ス
入
力
で
度
々
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
こ
と
改
め
て
お

詫
び
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
間
違
い
に
気
が
つ
い
た
時
点
で
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
翌
月
の
広
報
で
正
誤
表
を
掲
載
で
き
ま
す
の
で
、
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
▽
な
お
「
添
削
希
望
」
の
メ
モ
が
あ
る
方
は
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
で
無
い
方
は
で

き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
季
重
な
り
や
字
余
り
は
添
削
し
て
い
ま
す
。
多
少
の
変
更
は
、
ご
了
解
願
い
ま
す
。
▽
秋
は
、

句
材
も
豊
富
、
楽
し
い
季
語
が
多
い
季
節
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
作
句
活
動
期
待
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

九
重
寿
大
学
︵
文
芸
部
︶
俳
句
ゼ
ミ

可
愛
が
り
後
は
野
放
し
我
が
南
瓜

酒
た
ば
こ
二
十
歳
過
ぎ
よ
り
続
け
来
て

　
　
　 

　
　
八
十
六
歳
や
め
て
ど
う
な
る

鉛
筆
も
言
葉
も
削
る
薄
暑
か
な

肩
支
え
仰
ぐ
母
娘
の
天
の
川

白
靴
を
初
お
ろ
し
し
て
診
察
日

血
縁
の
す
こ
し
距
離
空
く
初
の
盆

秋
立
ち
て
空
に
輝
く
十
日
月

由
美
子

順
　
子

き
く
み

加
代
子

文
　
雄

◇
八
月
句
会
の
優
秀
句

◇
佳
作
︵
高
点
句
︶

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

秋
意
秋
意

甲
斐　

順
子

10月号の締め切りは９月30日（役場）必着。添削を希望される方は「希望」、そうでない方は「なし」と余白にお書きくださ
い。（宛先　九重町役場・企画調整課）

今
月
の

う
た

「
た
ば
こ
は
や
め
た
ら
」
と
孫
子
に
言
わ
れ
続
け
て
、
少
々
や

け
っ
ぱ
ち
な
歌
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
こ
れ
で
、
す

か
っ
と
し
て
や
め
ら
れ
そ
う
で
す
ね
。

　
新
感
覚
の
俳
人
と
し
て
、
最
近
は
若
い
人
に
大
人
気
の
長
嶋
有
。
実
は
、
平
成
十
三
年
の
下
半
期

第
百
二
十
六
回
の
『
猛
ス
ピ
ー
ド
で
母
は
』
の
芥
川
賞
作
家
。
こ
の
本
は
子
ど
も
の
視
点
で
大
人
の

世
界
を
観
察
し
た
小
説
。
彼
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、
そ
の
下
地
に
文
学
性
を
感
じ
な
い
こ
と
だ
と
い

う
。
彼
の
俳
句
も
ま
た
俳
句
ら
し
さ
を
感
じ
な
い
。
し
か
し
何
故
か
魅
力
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
揚
句
の
「
ぽ
っ
と
出
」
と
い
う
言
葉
も
ぽ
つ
ん
と
出
て
来
た
と
い
う
意
味
で
も
あ
る
が
、
こ
ん
な

言
葉
を
上
五
に
置
か
れ
る
と
少
々
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
下
五
で
「
豆
ご
飯
」
と
き
て
唸
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
考
え
て
み
る
と
俳
句
も
愉
し
み
方
は
い
ろ
い
ろ
。
自
分
の
生
活
パ
タ
ー
ン
や
生
き
方
に
合
わ
せ
て

作
る
の
も
ま
た
俳
句
の
楽
し
み
方
で
も
あ
り
ま
す
。
　
（
『
春
の
お
辞
儀
』
長
嶋
有
　
第
一
句
集
か
ら
）

元
気
が
出
る
俳
句　

そ
の
⑨

ぽ
っ
と
出
と
い
う
の
楽
し
い
豆
ご
飯　
　
　
　
　

長
嶋　

有

噴
水
の
伸
び
て
縮
ん
で
昼
休
み

煩
悩
に
子
煩
悩
在
り
団
子
食
む

何
気
な
き
友
の
気
配
り
青
山
椒

弾
け
飛
ぶ
種
の
行
方
や
鳳
仙
花

マ
ニ
キ
ュ
ア
に
目
覚
め
七
十
路
秋
桜

し
な
や
か
に
秋
を
見
つ
め
る
ト
ウ
シ
ュ
ー
ズ

盆
蜻
蛉
遅
れ
て
帰
る
日
暮
れ
か
な

秋
の
蝉
鳴
き
足
り
な
き
や
夜
も
鳴
く

人
の
世
の
空
し
さ
を
問
う
芙
蓉
か
な

露
の
玉
ひ
と
よ
ん
で
く
る
ま
え
に
お
つ

水
落
と
す
堰
に
お
辞
儀
の
ひ
と
つ
か
な

晩
夏
光
ぷ
い
と
顔
出
し
道
祖
神

巻
き
雲
に
ち
ぎ
れ
て
と
ぶ
や
今
朝
の
秋

良　

子

香　

澄

八
千
子

直　

人

好　

美

左
世
美

桐　

友

重　

吉

文　

雄

則　

子

チ
ズ
子

勝　

子

陽　

子

　
終
戦
の
日
か
ら
や
が
て
七
十
五
年
。
日
本
は
戦
争
を
放
棄
し
平
和
な
日
々
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
上
五
の
「
空
の
青
」
に
は
、
や
や
疑
問
符
が
つ
い
て
い

る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

空
の
青
終
戦
の
日
の
オ
ム
ラ
イ
ス

　
原
爆
忌
は
昭
和
二
十
年
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
の
忌
日
。
黙
祷
を
捧
げ
な

が
ら
作
者
は
何
か
を
感
じ
ま
し
た
。

黙
祷
の
風
に
声
あ
り
原
爆
忌

　
い
つ
も
座
右
に
置
く
書
と
昼
寝
の
枕
の
取
り
合
わ
せ
が
愉
快
で
す
ね
。
お
気

に
入
り
の
枕
で
し
ょ
う
。
た
か
が
枕
、
さ
れ
ど
枕
。
大
切
さ
、
よ
く
わ
か
り
ま

す
。

あ
れ
ば
足
る
昼
寝
枕
と
こ
の
一
書

ふ
る
さ
と
の
原
風
景

ふ
る
さ
と
の
原
風
景

し
ゅ
う
い

し
ゅ
う
い

佳
作
　
十
三
席

佳
作
　
十
三
席
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（敬称略）

川 上 二

後 辻

菅原本村

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

充義

拓也

佳祐

いわた　　　 さな

のがみ　　ひおな

よしみつ　　 りひと

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72－2141　● 火災の確認は ☎72－5100

● 

病
　
院

９月

10月

22日
23日
29日
6日
13日
14日
20日
22日
27日

72-1127
72-7100
78-8811
76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121

塚 脇
山 田
町 田
恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-0002
0973-22-3303

77-6851
0973-52-3553
0973-22-2317
0973-23-6481

72-5983
0973-28-7019
0973-24-5510

日田市
日田市
右 田
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市

８月１日～８月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,400  人
4,482  人
  4,918  人
3,907 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（+　 ）

6
2
4
1

穴　井　久美子
甲　斐　冨久美
佐　藤　千　秋
嶋　田　裕　雄
時　松　ハル子

下 旦 三
北 方 上
滝 上
筌 の 口
中 村 下 二

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

★都合で変更する場合があります。

玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友成産婦人科医院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院

後 藤 歯 科 医 院
村 山 歯 科 医 院
井 上 歯 科 医 院
北 山 歯 科 医 院
高 木 歯 科 医 院
せ さ き 歯 科
井上第２歯科医院
高 田 歯 科 医 院
田 吹 歯 科 医 院

2019 年９月・10 月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

９月

10月

22日
23日
29日
6日
13日
14日
20日
22日
27日

電　話住　所 医療機関名日月

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

2

6

16

11

35

1

5

5

8

19

17

39

89

55

200

18

44

94

63

219

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2019・8月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

岩田　紗奈

野上陽央那

𠮷光　李人

　毎年この時期には台風による災害が発生しています。被害を最小
限にするためには日頃の心構えと万全の備えが必要です。
①日頃からの心構え
　　テレビやラジオ、防災無線等の気象情報や注意報に耳を傾ける
習慣をつけ、家族みんなで防災について話し合いましょう。
②非常用品の備蓄
　　ライフラインが途絶えたときに備え、懐中電灯やライター・非
常用食料・水・着替え・タオル・貴重品等の準備をしておきま
しょう。
③台風が近づいたら
　　家の窓や雨戸等を補強するとともに、家の周囲の飛ばされそう
な物（物干し竿や植木鉢等）を室内に取り込むか固定するなどの
対策をしておきましょう。
④避難するときの注意
　　単独行動は避け地域の人々と協力し合って避難しましょう。回
り道でも、あらかじめ確認しておいたもっとも安全な道順を選ん
で避難しましょう。また、はぐれたとき等に集合する場所も決め
ておきましょう。
⑤台風が去っても
　　台風が去っても増水した河川や用水路、また、土砂災害の危険
がある場所等には近づかないようにしましょう。

に 備えて

女

女

男

72
79
91
95
96

くじゅうフェスで、山のシンガーソングラ
イターの山田証さんのコンサートに参加し
ました。森で木々を見上げながら歌を聴
き、参加した方々とお話もできて、楽しい
時間を過ごせました。初めて参加するイベ
ントは、「行ってみよう」と行動に移すま
でに少し勇気が必要な人もいるかもしれま
せん（私もです）。ですが、いざ行ってみ
ると、また参加したいと思うイベントばか
りと昨年から感じています。10月はふる
さと祭り（10/19～20）や山恋フェス
（10/26～27）等もありますので、参加
されてみてはいかがでしょうか。　Tomo

編集後記 交通安全110

あかし お詫びと訂正
広報ここのえの８月号で、記載に誤りがあ
りました。お詫びして訂正をいたします。
7ページ「まちの話題」7/8 記事
（誤）　江藤伸仁さん
（正）　衛藤伸仁さん
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　第65回九重町成人式が九重文化センターで
開催されました。
　今年の新成人は85名で、式典には61名が出
席しました。
　台風の接近により九重町では初めての成人式
延期となりましたが、式典や記念撮影等が行わ
れ、新成人は晴れやかな表情で出席しました。

881616

若杉晃平さんが新成人を代表して成人
証書を授与されました

赤峰敬梧さんが代表して謝辞を述べ
ました

受付や抽選会の企画を行った実行委員
会のみなさん




